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応がなされ得ない可能性がある。   

本研究報告では、従来型テクニカル分析手法を改  

良する岬つの試みとして、ニューラルネットを活用  

した「ゴールデンクロス」。「デッドクロス」が起こ  

るかどうかを事前に予測するシステムを内蔵した  

新しい株式売買意思決定支援システムを提案する。   

4。ニーラルネットを活用した株式売買意  
思決定支援システム   

4。皿。ニューラルネットモデルと教師信号   

ニュpラルネットを活用し、”GoldenCrossMあるい  
ぼ，DeadCross＝が起こることを予測するためには、  

まず、“ニューラルネットの入力変数としてどのよ  

うなものを選択するか”とが 教師信号をどのよう  

にするか”といったことが重要となってくる。我々  

は、感度解析手法を用いて入力を決定した。 そし  
て、ゴールデンクロスあるいはデッドクロスが起こ  

る数週間前にニューラルネットに事前にクロスが  

発生することを予測させるべく、教師信号の与え方  
を工夫した。  

図1は、ゴールデンクロス近辺の教師信号を示して  

いる。  

Mo血IgAv椚ge  

1 はじめに  

本研究報告では、長期移動平均線と短期移動平均  

線を利用した従来型テクニカル分析手法に対して、  

ニューラルネット（NNs）を活用することにより、  

ゴールデンクロス及びデッドクロスを事前に予測  

し、従来型テクニカル分析手法の大幅な改善を行う  

ことが可能になることを示す。   

2 従来型テクニカル分析手法   

株価予測に用いられる従来型のテクニカル分析  

手法では、株価の上昇下降の趨勢を予測するために  

長期移動平均線と短期移動平均線の両方の動きを  

見て売買のタイミングを決めるという手法がしば  

しば用いられてきた。   

以下にこの従来型手法の概略を説明しよう：  

短期移動平均線STM∧（例えば、5週移動平均線  

（5MA））が長期移動平均線LTMA（例えば、13週移動  

平均線（13MA））を下から上に突き抜けた時には、株  

価の勢いが強いことを示唆し、このときを「ゴール  

デンクロス」と呼ぶ。また逆に短期移動平均線STMA  

（例えば、5週移動平均線（5MA））が長期移動平均  

線LT仙（例えば、13週移動平均線（13MA））を上か  

ら下に切った場合には、株価の勢いが弱いことを示  

唆し、このときを「デッドクロス」と呼ぶ。従って、  

ゴールデンクロスの起きた後に株を購入し、デッド  

クロスの起きた後に売却するという方法が従来の  

テクニカル分析で頻繁に用いられてきた。  

3。従来型テクニカル分析手法の改善  

従来型のテクニカル分析手法を用いて売買を行  

う際には、「ゴールデンクロス」や「デッドクロス」  

が生じた後に株式売買を行うこととなる。しかしな  

がら、こうした従来型手法では上昇。下降の傾向が  

明白となった後に株式売買を行うこととなるので、  

株式市場を取り巻く環境の変化に対する十分な適  図1 ゴールデンクロス近辺の教師信号  
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4．2．ニューラルネットの学習   

2種類のクロスを出来るだけ正確に予測するため  

には、ニューラルネットの学習を行なうことが必要  

となってくる。我々は、MjrrLABTbolboxを活用  
してニューラルネットの学習を行なった。（詳細は、  

当日報告する。）   

4．3．株式売買意思決定支援システム  

図2は、ニューラルネットを活用した株式売買意  

思決定支援システムの概略を示している。ここで、  

Output（t）はt週目におけるニューラルネットから  

の出力を表しており，これが1に近い場合には「ゴ  

ールデンクロス」、－1に近い場合には「デッドク  

ロス」が近々起こると考え、それぞれ、“株式購入”  

と‘‘株式売買M を実行することを意味している。   

5．計算機シミュレーションと考察   

ける予測に関しては，過去3年間のデータを用いて  

学習を行った。例えば1997年度の予測に関しては、  

1994年－1996年の3年間のデータを用いてNNsの  

学習を行った。）  

表1に、シミュレーション期間の最終日における金  

額とRemmを示す。提案システムにより3年間で約   

45％のRe山m（平均すると1年で約15％のRetum  

をうみだしているのが分かる。  

（なお、株式売買の際の手数料としては、以下に示  

す（現在の標準と比較して）やや高めの計算式を  

採用した。  

一回の売買における手数料：   

（0．001× 売買代金の総額）＋25万円  
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表1 3手法による日経一225のディーリング  

結果  

本研究で提案したDSSの性能評価を行うため、  
実際の日経平均225のデータを用いて計算機シミ  

ュレーションを行った。 初期資金を100億円とし、  

提案手法とBuy－and－Hold法並びに従来型テクニカ  

ル分析手法との比較を行った。  

ProposedDSS  TraditionalDSS  Buy＆Hold   

Initial  10．000   10．000   10．000   
Amount of 

Money  

Final  14．470   9．726   9．584   
Amount of 

Money  

Retums  ＋4．470   －0．273   －0．415   

Buy  鮎u  

図2 従来型テクニカル分析手法を改良した株式  

売買意思決定支援システム   

売買のシミュレーション期間は、1997年～1999年  

の3年間とした。（なお、上記3年間の各年度にお  
＠i11ionYen）  
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